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Anton Koch, 1768−1839）やラインハルト（Johannes Christian Reinhart,






ンゲ（Philipp Otto Runge, 1777−1810），クレメンス・ブレンターノ（Cle-
mens Brentano, 1778−1842）とベッティーナ・フォン・アルニム（Bettina













1867），フォルマー（Adolph Friedrich Vollmer, 1806−1875），シュペクター




































































































期である。ド・ラ・レイニエール（Grimod de la Reynière, 1758−1837）の
『美食家の暦』（1803），ボーヴィリエ（Antoine Beauvilliers, 1754−1817）の

















































































盧 吉岡 1972 ; 1975，太田 1984. この他にも重要な参考文献を末尾に掲載した。
盪 ルーモールの生涯と著作の詳細については，末尾にまとめた。また，この章およ
び年譜の記載については，以下の文献などを参照。Tarrach 1921, Yeomans
1993, Dirk 2000, Hauer 2005.
蘯 フィオリロについては，加藤 2002を参照。
盻 Hirschfeld 1931および Gädeke 1991を参照。
眈 以下の文献には「個人調理人」であったヨーゼフ・コッホをルーモールが描いた
素描が掲載されている。Hirschfeld 1931, S. 261, Anm. 2, Abb. 2, S. 262.
眇 加藤 2004を参照。
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1843 7月 25日，静養のためボヘミアに向かう途中，ドレスデンで没。享年 58歳。
──文学部教授──
７１ルーモールと『料理術の精神』
